





Investigation of 直istoricalEarth.笥uakes(5) 
Earthquake and Tsunami Damages 
by the Hoei Earthquake of October 28， 1707 
Kumizi IIDA 
The earthquake and tsunami damages caus巴dby the Hoei earthquake of 1707 ar巴investi-
gated from collected old documents for understanding the damage locality and the occurrence 
characteristics of an earthquake in off Tokaido and Nankaido districts. The distribution of 
seismic intensity and tsunami inundation heights are also studied. Tokaido and Nankaido 
districts along the Pacific coasts were hit by the tsunami of this earthquake. Most severe 
inundation heights are巴stimatedat about twenty six met巴rsat Kure in Kochi Prefecture， 
Shikoku， Japan 
This earthquake is considered to be form巴dof two earthquakes， ofwhich epicenters ar巴
assumed as longitude 137.8"E， latitude 34.l"N in Enshunada (Tokaido) and longitude 134.8"E， 
latitude 33.2"N off w巴stof Kii Peninsula (ト~ankaido) ， respectively. Time interval of these two 
Tokai and N ankai earthquakes is estimated at about 1-2 hours. lt is estimated that more than 
thirty thousand peoples were drowned and more than thirty thousand houses were wr巴ckedor 
washed away in total by the Hoei earthqu呂keand tsunami. The magnitude of th巴 Ho巴i




















































































震と思われる地震がある。 9月25日， 26日， 28日に小地
震が発生しているが，これらは前震とも考えられる。 9
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場 所 死者 全壊 半壊 破損 流失 そ の 他
静岡県 4，160 4，399 堤破損長27，763間 (50km)
12 857 下 回 (流死〉 (912 55 戸中)
原 50%潰 通路橋等所々大破
466 
τEと3 原 (524 53 5 火災により少々焼失
戸中〕
岩 本 656 71 125 破損は土蔵・物置含む
村 山 4 3寺中門前並社頭家残らず潰れる
芝 富 30 付近山崩れ
148 飯田汲事
場 所 死者 全壊 半壊 破損 流失 そ の 他
神 原 50%潰 山崩れあり
岩 t開i 50 茶屋残らず潰れる，山崩富士川へずり入る
由 井 50%潰 83 157 
江 尻 166 
輿 津 30 宿32 防波堤大波
久 能 2 166 33 船 1
清 水 2 防波堤(1，300問〉大分崩れる
駿 府 22 60 67 城中所所大破，大里被害大，破損中土蔵14
有 渡 12 6 
相 良 4，900 2，009 
岡 部 16 91 21 56軒残り他は潰れる
藤 枝 318 59 50% 侍屋敷101軒潰，長屋18潰，足軽屋敷110潰れる傾斜
島 田 6 2，142 1，511 大部分
宿潰 御城米蔵2，大蔵5，門5，二重櫓5潰，天守閣
掛 )1 多し 民家 1，557 489 大破1，118 
袋 井 35 宿大潰
残らず潰れたが新宅1軒残る。伝馬屋敷100軒中97
軒倒れる
見 付 大半潰 家傾
西浅羽 神社・寺
磐 回 940 7 
19 
横須賀 597 (597 45 475 
中〕
浜 松 1 200 29 100 城大破，鉄門並びに矢倉残らず潰れる
細 江 51 多し
気 賀 100 240 田畑沈没
348 
新 居 溺死24 (850 502 241 船舶90流失，船199破損
中〉




残らず白須賀 多数 潰 半数
愛却県渥美郡
l田原領 1，400 150 船320隻流失，櫓1カ所，門櫓3カ所大破
129 ，、







堀 切 2流死 30 浜辺52km間漁船悉く流失， 30-40回余震
)1 50% 56 
348 寺社29，土蔵249破壊，吉田城やぐら6落ち，塀落
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場 所 死者 全壊 半壊 破損 流失 そ の 他
額田郡


























鳴 海 50% 
南 野 58 寺 3倒れた
海東郡
津 島 110 170 天王橋半分ねじれ，堤防破壊した
知多郡



















亀 山 7 土蔵54
宿152
四日市 町家 524 530 町中浸水，津波堤防破壊，田畑・宅地・橋破損
500 
津 136 215 200 落橋6，山落26，田畑潮入397丁
，鳥 羽 溺死20 49 土蔵12 47 櫓全壊5カ所，崩3カ所，大破2カ所
赤 崎 15 
国 府 流死50-60 
神 明 55 
浜 島 流死60
下津浦 グ 4 9 
神津佐。 14 30 
五ケ所浦 " 27 58 
150 飯田汲事
場 所 死者 全壊 半壊 破損 流失 そ の 他
内 瀬 " 2 3 
志 戸 グ 30 30余
憧柄浦 " 1 11 
賛 浦 か 60 85 魚船27失う
河 内 汐 12 32 
神前浦 か 55 147 




500余 40 50% 溺死者1.000人との記録もある(800 
中)
桂 城 。60余 50~60 
ヲ| 本 " 10 家倒る
" 1.000 尾 鷲 1.000 
余
余
九 木 53 
賀 田 " 11 
浜通
全戸
寸 l¥. 40 80余
新 鹿 。24 全戸
大 泊 " 78 全戸
木ノ本 " 600 
600余
" 
熊ノ浦 1.000 1.995 
余
防歌山県




田 辺 37 (431 119 154 の資料もある中〕
広 村 292 150 700 
湯 浅 53 275 292 流船76
2.286 
大阪府 542 又は 1.811 橋破損61
1.074 
大 阪 264 993 落橋35，潰家940の記録もある
北組 128 513 落橋14
内訳南組 84 260 。15
天満組 53 160 " 6 
圧死 落橋26，廻船322破損， 800石以下の小船650余破損
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飯 回 〔土蔵 〔土蔵
20含〉 68含)
松 本








出 E 霊E 130 




徳、 島 630 






高知県 行方不 4，866 1，742 
明926
高 女日 2，129 
子{ 佐 400 























































































1 ， 700余石荒地となる。波高 1~2m。
愛知県





























































































































































































































江 住常時の海面より潮高6mあった。波高5 摂 津破損家580，田畑に潮入2，000石余，波高
~6m。 2.5m。
周参見万福寺に津波碑あり，水死134，波高 5 大 阪潰家993，死264(水死9)，道頓堀に津波
~6m。 押しょせ落橋35，波高2.5~ 3 m。
富 田 富田川流域の高瀬・芝・伊勢谷・溝端・ 界 波高 2~ 3 m (2.7m)。
高井・吉田・中村・西野の民家皆流失， 兵庫県
野原となる。波高 4~5m。 明 石潮入らず，波高 1~1. 5m。
新 庄 流家185，津波名喜里峠を越え跡ノ浦へ流 徳島県
れ出したともし、う。波高 6~7 m。 由 岐両浦とも亡所，溺死移し。 5~6m。
回 辺 本町・片町・紺家町過半流失，江川浦残 牟 岐流家700余，水死110余，八幡神社は潮で
らず流失，計流失家399，水死37。田辺大 移動，杉尾神社では石段の下4mまで潮
橋落ち，下万呂(会津川河口から 2km) がきた。波高 6~7m。
に船流れっき，袋町・長町の地上1m余 浅 川 残らず家流失，溺死140余，津波は山麓ま
潮上る。城表門前で膝まで潮きた，波高 できたが，千光寺堂のみ残った。波高6
6~7m。 ~9m。宝永波碑がある。
南 部 山内村人家残らず流失，鹿島神宮付近被 鞠 浦津波3回きた。津波碑によると死者なし。
害なし，波高6m。 波高3m。




御 坊 民家多く流失，願行寺の本堂・庫裏破損。 波高 5~6m。
波高 3~4m。 高知県
比 井流家多数，長覚寺の門口まで津波上がる。 甲 滞潮は山まできた。御殿並に寺院三ケ寺，
波高 5m。 水主の家3軒残る。番所一軒屋具のみ残
由 良 吹井浦の覚性寺高所に移る。波高 5~6 る。船越は潮入ったが流家なし。波高5m。
m。 室 戸波高 6~7m に達したという。土地隆起
唐 尾流家19(23戸中)，波高 5~6 m。 で室津・津呂では大型船の入港ができな
広 村流家700(850戸中)，水死292，流船12， カミっTこ。
町の低いところで床上1m浸水，江上川 安 芸波高 5~6m(5.6m)。
は八幡宮下まで溢れた。第2波最大，波 岸 本潮は山まできた。赤岡では流家30%，下











波目が最大，波高 4~5m。 { 守L 佐潮は宇佐坂の麓まできた。山上の家1軒
大阪府 残る。溺死約400人，福島溺死約300人，
























佐 賀波高 6mo 
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防災会議地震部会， 36-49， 1981 
3 )宇佐美龍夫 資料日本被害地震総覧，宝永地震，東
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32)名古屋地方気象台編ー愛知県災害誌，愛知県， 1970. 
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